
すべてのチャンスを活かすため、校友会・同窓会の活動へのご理解と、会費納入にご協力を賜りますようお願いします。

横浜国立大学校友会・同窓会のご案内
令和6 年度入学生各位/保護者のみなさま

学生を実社会へとつなぐ真ん中に
校友会と同窓会があります

格おめでとうございます。コロナ禍の影響が色濃
く残る中でも、勉学を続けてこられたことに敬

意を表します。本学は、戦前から有名であった学校（神
奈川師範、横浜高工、横浜高商）を母体にして発足し、
国内外で活躍する約12万人の卒業生を輩出しています。
　また、国際都市横浜に位置し、世界水準の研究を進
めると共に海外からの留学生も毎年約 1,300 名が訪問
する国際交流の盛んな大学としても発展してきました。
　さて、本学では学部ごとに同窓会があり、専門性を
活かしたタテの交流を担ってきました。それに加えて在
学生と教職員も含む総合的な交流の組織として校友会

を発足させました。そして、学部の壁を越えたヨコの
交流を活発にすることで、コロナ新時代を切り開く世
界水準の研究大学をめざしています。校友会と同窓会
がそのための重要な役割を発揮するものと熱く期待し
ています。
　人との出会いやつながりは、学生の皆様にとって
もかけがえのないものになるでしょう。皆様の校友
会・同窓会へのご加入を心から歓迎いたします。保
護者の皆様におかれましては、ご子息・ご令嬢の良き
将来のため、是非ともお手続きのほど宜しくお願いい
たします。

合

ご挨拶とお願い
梅 原  出横浜国立大学 学長・横浜国立大学校友会 筆頭副会長
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校友会及び同窓会との
合同での主な活動学生支援①

横浜国立大学校友会の

新入生の皆様への支援は、入学と同時に始まります。
例年、新入生歓迎会、若手社会人と現役学生との交流会等を行っており、
令和6年度のご案内は、校友会ホームページ等でお知らせします。

　入学直後に学内の食堂において
新入生歓迎会を開催しています。新
入生同士で学部を超えた繋がりを持
つことができ、また、学長や学部の
先生、同窓会の方々とも話ができる
有意義な会です。

新入生歓迎会

国立大学は、研究の独創
性に加え、各大学独自の財

政的自助努力が求められています。
　本学の発展と在学生の更なる成
長のための新しい取り組みに対し、
校友会・同窓会は卒業生、在学
生及び関係者一丸となって寄付、
年会費等で財政的支援を行ってゆ
きます。　

各

MIYATA Yoshifumi

宮田 芳文
校友会会長 友松会会長

KOJIMA Masaru

小島　勝
富丘会理事長
SAKURAGI Seishiro

櫻木 政司郎
名教自然会会長
NAGAI Takao

永井 孝雄

本学の発展と在学生の成長を支援

　校友会は、学部横断型事業を行います。海外のネットワークを含んだ在学生、教員、職員、
卒業生の連携を通して、同窓会の協力を得つつ、在学生と大学への様々な支援を目指します。
　同窓会は、皆さんの充実した豊かな学生生活の支援を行うとともに、各学部、各学科の 
永年の歴史の上に卒業生のネットワークを活かした交流の機会、事業などを通じて卒業生と
の絆を深めます。そのほかに、就職活動を支援するため、キャリア・アドバイザーや模擬面
接官を大学に派遣し学生をサポートしています。

校友会と
同窓会の関係

2023 年 6 月 15 日撮影

ヨコの交流	 ▶ 校友会（総合）

タテの交流	 ▶ 同窓会（各学部）

横浜国立大学
（YNU）の
校友会と同窓会

・友松会（教育学部） 

・名教自然会（理工学部・都市科学部 ※都市社会共生学科は除く）

・富丘会（経済学部・経営学部）

名教就美会、国大化学会、水煙会、弘陵造船航空会、横浜三工会、
土木同窓会、横浜物理工学会、横浜電子情報工学会、
名教自然会個人会員
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2022 年 11 月 25 日撮影 2019 年 5 月撮影

　OB・OG と座談会形式で、就職に向けての準備や
仕事内容からプライベートまで、たくさんのアドバイス
が得られます。少人数でじっくりと対話ができる学部
学年不問のイベントです。

若手社会人×現役学生との交流会
ヨココク、ツナガル

　貸し切りのクルーズ船で夜の横浜港をクルージン
グ！ 海から見る横浜ベイブリッジや赤レンガ倉庫など
は絶景です。

横浜港ナイトクルージング
（校友会、同窓会、大学共催）

　体育系・文化系の部活動団体に対し激励会を開く
と同時に、校友会から学生団体表彰を行い、部活動
の支援と大学のブランドアップを目指します。

課外活動団体激励会

2023 年 5 月 10 日撮影

　顕著な成績を収めたスポーツ団体に対して、活動
奨励賞を贈呈。
令和４年度：陸上競技部、スポーツチャンバラ翔剣会、
　　　　　　準硬式野球部

学生団体表彰

2019 年 4 月撮影

2023 年 6 月 23 日撮影

　本学の地 域実 践 教育研究センターが進めている
「地域課題実習」のプロジェクトに対して、活動費を

支援しています。

地域実践課題プロジェクト

2023 年 2 月 17 日
You Tube ライブで開 催
　 

　 外 国 人のた め の 異 文化 体 験 プ ロ グラムとして、
「Discover Kabuki- 歌 舞 伎 鑑 賞 教 室 」「Englishi 

RAKUGO- 英語落語」などを開催しています。

異文化体験プログラム

2023 年
5 月 17 日撮影
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授業を支援しています学生支援②
横浜国立大学校友会の

キャリア教育、グローバル人材育成、学部横断的講演会を通じて
ALL YNUの力で学生を社会へ、世界へ送り出します。

校友会は例年、5学部と共催で講演会を開催講演会開催

　企業経営者の会社概要、企業内容のＰＲと合わせ、
やりがいを持って活き活きと働いている社員の紹介を
行います。学生が各企業の実態を知る良い機会となり、
就職先の一つの選択肢としてとらえ、就職機会の拡大
につながることを目的としています。

2年次以上／秋学期開講（2単位）

経営者が語る　
これからの企業戦略と
若者へのメッセージ

　大学での主体的な学びを考え
る科目です。例年、卒業生をゲス
ト講師に迎え、熱い議論が交わ
されます。　

　グローバル人材養成という社会
的ニーズに応え、異文化コミュニ
ケーションや外国人との協業のた
めの下地を作る科目です。最新の
研究成果や、海外駐在経験のあ
る卒業生の体験談から学びます。

　航空、マスコミ、メーカー、情
報通信、国際金融、総合商社等で
グローバルビジネスに携わった10
名の講師のリレー講義。実践的な
ビジネスセンスを肌で感じられ将
来の進路の指針になります。

グローバル化と
日本人
全学年／秋学期開講（2単位）

グローバルビジネス
実践論
2年次以上／秋学期開講（2単位）

グローバル人材育成を目指す講座、全学部生受講可能キャリア教育（授業科目）
まなび座

1年次／春学期開講（2単位）

１．横浜国立大学、富丘会 ｜  経営学部教授、富丘会事務局長
２．㈱アイネット  ｜  取締役相談役
３．元内閣府　｜  元大臣官房審議官（科学技術政策担当）
４．日揮ホールディングス（株）  ｜  専務執行役員　CHRO
５．コーン・フェリー・ジャパン㈱   ｜特別顧問
６．日本発条㈱   ｜  専務執行役員  DDS 生産本部長
７．㈱荏原製作所  ｜ 取締役 代表執行役社長 兼 CEO 兼 COO
８．㈱オカムラ ｜ オフィス環境事業本部マーケティング本部長
９．京浜急行電鉄㈱   ｜ 新しい価値共創室部長
10．㈱有隣堂  ｜ 代表取締役社長
11．コマツ  ｜ 取締役会長
12．㈱サカタのタネ ｜ 取締役　常務執行役員
13．㈱高島屋横浜店  ｜  執行役員店長
14．相鉄ホールディングス㈱  ｜ 経営戦略室　第一統括担当　課長
15．横浜国立大学、富丘会  ｜  経営学部教授、富丘会事務局長

令和5年度
トップ経営者等に

よる講義
（全 15回）

教育学部　　 講　師：工藤勇一氏（横浜創英中学・高等学校校長）　　
		  テーマ ：社会の変化とこれからの学校教育～自律と対話～

経済学部　　 講　師：小野塚知二氏（東京大学名誉教授、東京大学特命教授）
		  テーマ ：世界の持続可能人口は現在の四分の一？－長い人口減少過程が満たすべき条件－

経営学部　　 講　師：赤本正憲氏（三菱電機株式会社国際本部地域統括部兼地域戦略部担当部長
		  テーマ ：グローバル時代の働き方

理工学部　　 講　師：渡邉正義氏（紫綬褒章受章 (2022 年）、横浜国立大学名誉教授）
		  テーマ ：ゼロエミッション社会を実現する材料イノベーションの創出

都市科学部 講　師：佐々木睦朗氏（法政大学名誉教授、構造家）
		  テーマ ：建築と構造のコラボレーション

令和4年度は、下記の通り開催しました。
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実際の就職活動状況を見据えて、1年次から就職支援を行っています。
全学部の学生が登録（参加）できます。（詳細は各学部学務係・キャリアサポートルームに照会ください）

社会で認められ、力を発揮
するため、在学中に先輩と
の交流や講演会から広く実
社会を知り、後悔のないか
たちで自分の進路を目指す
ことが大切です。

YNU 校友会と同窓会は大学と協力して

就職までの道のりを
 しっかりサポートします

キャリア教育から模擬面接まで、

個別就職相談、模擬面接
キャリア・サポートルーム利用がおすすめ、人気の模擬面接は６ページを参照

3年次 就職活動実践に
備えて

5学部と校友会共催の講演会
視野を拡げ世界を鳥瞰し、将来の進路や人生を考える参考に

早くから
広く社会を知る全学年

グローバル化と日本人
海外勤務経験者もゲスト講師に、異文化理解とコミュニケーションを学ぶ

グローバルビジネス実践論
主要業界のグローバルビジネスで活躍したビジネスマンによる実践講義

経営者が語る これからの企業戦略・イノベーションと若者へのメッセージ
トップ経営者が学生に直接、企業経営について語る貴重な機会

まなび座
〈全学部生受講可能、2単位〉

自分たちで問題をみつけ、チームで解決策を見出し、
発表というプロセスを通じて課題解決力を鍛えます

ビジネスの
基本を体感する1年次

1年次からの就職支援の流れ

貴重な体験談等から
グローバル世界への
対応の基本を学ぶ

全学年

2年次
以上

トップ経営者による
講義

きめ細やかなキャリア・就職支援を行う
キャリア・サポートルームの紹介
　キャリア・サポートルームでは、会社案内、求人票、会社四季報など就職に関
する刊行物、日本経済新聞、ビジネス誌などを取りそろえています。　また、インタ
ーンシップ情報、OB・OG 名簿の閲覧、公務員関係資料なども収集できます。　さ
らに、キャリア・アドバイザーによる就職相談（予約制）も行っていますので、就職
活動で悩んでいることがあったら、気軽にお立ち寄りください。

● 就職支援行事の開催

● X （旧 Twitter）での情報発信

● 学外就職イベント情報の入手

● 先輩方の進路状況の閲覧

就職サポート内容（上記の他に）

まずは
キャリア・サポート

ルームへ
お越しください！

X（旧Twitter）

学生センター 3 階（キャンパス内中央に位置）
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就活の
ポイント
就職相談員より

情報のアンテナを張って素早く動ける準備を
→外資、IT 業界、マスコミは 3 年次秋から選考開始。
　その他の民間会社も、選考時期は従来の 3 月開始から年々早まっている。

進路は初めから絞り込みすぎず、幅広く業界を見たうえで絞っていく
→就職相談員からのアドバイス、OB/OG 訪問、会社説明会への出席、業界地図等の書籍から
　業界・企業情報を収集し幅広く業界・企業を研究する。

「キャリア・サポートルーム」を気軽に活用しよう
→個別相談、模擬面接など就職対策の強い味方です。一人で抱え込まずに不安なことは気軽に相談を。
　同窓会から派遣された社会経験豊かなキャリア・アドバイザーが相談に乗ってくれます。

校友会・同窓会はキャリア・サポートルームと連携し、就職支援を行っています

キャリア・アドバイザーの派遣
　同窓会は、就活支援のために各業種で採用・営業・企画など経
験豊富な OB・OG をキャリア・アドバイザーとして大学に派遣して
います。
　個別就職相談は、１回 45 分、1 対 1で学生の相談にのり、年間
を通して様々なアドバイスや面接指導、エントリーシートの添削を

行なっています。　
　昨今の就職活動における面接は１次オンライン、最終対
面など両方を行うことが主流となっていることから、WEBと
対面の両方のハイブリッド方式にて相談を行っています。

横浜経営者の会による
模擬面接会

　2022 年 12 月 16 日（金）に「YNU 横浜経営者の
会」と横浜国立大学及び校友会の共催で対面での
模擬面接会を実施しました。
　午前の部・午後の部の 2 回開催され、「YNU 横
浜経営者の会」からは 12 社が参加し、学生の参加
は 19 名ありました。終了後の学生アンケートでは、

「満足」との評価が多くありました。

　本年も就活支援の為に模擬面接会（8 回目）を2023
年１月 21 日（土）に開催しました。学生 21 名・面接官
17 名が参加し6 個のブレークアウトルームに分かれ、面
接官3名と学生3、4名で集団面接を行いました。コロナ
禍以降オンライン面接が普及しており、本番さながらの
雰囲気の中で学生達は緊張した面持ちで質問に答えて
いました。フィードバックでは面接官に対し積極的な質
問があり、真剣に臨む姿が伝わりました。
　座談会では気軽な雰囲気の中で、学生と面接官がフ
リートークを行い、有意義な交流を過ごしていました。　

OB・OGによる模擬面接

インターンシップでよい評価を得れば、選考が有利に進む
→民間企業の多くは、3 年次夏期からインターンシップを開始している。
　参加者の中から早期選考者を選ぶ場合もある。
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小澤枝里子さん
教育学部
学校教育課程
2023 年卒

神奈川県横浜市立
鶴見小学校 教諭

「先生。できたよ！」と満面の笑みの子ども。「やったねぇ。」と自分のことのよう
に喜び、「先生でよかった」と思う。こんな感動を味わえるのは、教員だけです。
採用試験に向けて大切なことは、「教員になりたい」という思いを強くもつこと
です。これがあれば、面接で何を問われても思いや考えを明確に伝えることが
できます。先生の仕事は素敵ですよ。学校現場は、あなたを待っています。

先生って素敵！

飯田百香さん
経営学部
経営学科 4 年

内定先：日本アイ・
ビー・エム株式会社

就活は人生におけるゴールではありませんが、新たな道を選択する大きな分
岐点です。やる気が出るのはどんな時なのか、何が好きで何が嫌いなのか、
些細なことでもいいので自身と向き合う時間を沢山作ってみてください。自
分の大事にしている軸を知ることは、自信を持った決断をする力となるはず
です。応援しています！

自分を知ろう

足立佳穂さん

内定先：株式会社
ジェーシービー

就職活動中は、自分の選択が正しいか不安に陥ったり、他人と比べて落ち
込むこともあると思います。面接に落ちても誰も原因を教えてくれません。
そんな時は、1 人で完結せずに社会で活躍されているOBOGや家族、友人、
先輩などに相談してみてください。多様な価値観や新たな視点を得られるは
ずです。応援しています。

一人で完結せず、周囲に頼ろう　

小林達也さん
理工学府
機械・材料・海洋系
工学専攻 2 年

内定先：東京地下鉄
株式会社

就職を目的に、受験勉強に始まり、サークル・部活・学業に励んでいるみ
なさん。就職＝仕事は目的ではなく手段に過ぎません。目的は自分の幸せ
だと思います。逆に、自分にとっての幸せが何か分かれば、自分に合った
進路におのずと決まります。就活はテクニックだけではないですよ。

大学に進学した目的は就職ですか？

宇都花凜さん
都市科学部
都市社会共生
学科 4 年

内定先：株式会社
みずほ銀行

私は、2 年次に取得した HSK5 級（中国語）、バイトリーダーとして店舗運営
に尽力した経験、就活中もコンサート鑑賞などを楽しむ自己管理能力という
3つの武器を持って就職活動をしました。面接では 1 度も緊張せず、むしろ
自分をアピールできたと思います。己を磨く4 年間にしてくださいね。

自分に自信を持てる武器を見つける

これから就活を考える後輩へのメッセージ

左：朝日新聞記者
寺島 笑花 氏

右：NHK 記者
山内 彩愛 氏

　2023 年 6 月 23 日（金）に3 年ぶりに対面形式によるマス
コミ就活応援セミナーが開催されました。学生の参加は
約 31 名。卒業生のNHK 記者と朝日新聞記者をお迎えし、
マスコミ業界最前線の体験談や自らの就活体験などを踏ま
えた、後輩向けの丁寧なアドバイスをいただきました。

OB・OGによるマスコミ就活応援セミナー

経済学部
経済学科 4 年
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個人情報の取扱について：横浜国立大学校友会・同窓会に提供いただいた個人情報
につきましては、会員情報管理、会報等お知らせの発送、会員の交流支援、就職支援
活動等のイベント開催関連のために利用します。同趣旨の目的の範囲内で各学内学
会及び横浜国立大学に提供することがありますが、それ以外の目的では使用しません。



Ｑ Ａ？
？

校友会と同窓会について
よくあるお問合せにお答えします。

校友会及び同窓会は、学生等の皆様から収めていただいた会費を各種の学生支
援事業に充てています。また、大学が実施している修学支援に協力し、大学と連

携して様々な事業に取り組んでいます。
＜具体例＞
単位取得が可能な企業トップによる連携講義・若手OB/OGとの交流会及び企業訪問
就職活動を支援する模擬面接会・学会参加費支援・博士課程進学支援
学部を越えた学生間の交流のための事業（横浜港クルーズ、ビジネスプランコンテスト、
部活動表彰等）
学修や研究に必要な各種ソフトウエア使用料の一部負担 など

学生生活をより充実させるために、校友会・各同窓会が用意している様々な特典を受け
ることを推奨いたします。会費納入は強制ではありませんが、これらの特典を受けていた
だくために、会費納入へのご理解とご協力をお願いいたします。

Ａ

Q1

校友会費と同窓会会費はどのような活動に使われます
か。会費を払うとどういうメリットがありますか。

Q2

校友会と同窓会の違いは何ですか。

Ａ

校友会は、学生、教職員及び卒業生などが学部・大学院の枠を越えて大学の
「ヨコ」のつながりを図る組織です。校友会は大学及び同窓会と密接に協力して、

主に在学期間中の学生支援事業を行います。
同窓会は、主に学部または学科ごとに設立されており、それらの卒業生と在学生が「タ

テ」のつながりを図り、卒業生との交流や親睦を図る組織です。
卒業生の人脈を活用した就職活動支援、専門性の伴う学会発表支援などのニーズに対応

するとともに、大学の協力を得て、最新の研究動向や各業界の動きを提供します。
校友会と同窓会は、共に横浜国立大学の発展を支えるという共通の目的を持つ組織です。
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